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 秋が深まってまいりました。日中の戸外遊びでは温かい日差しのなかで心地よく過ごしていますが、空気

の冷たさは段々と増して冬が近づいていることが感じられます。いちご組の子どもたちは、成長とともに体

力もついてきました。活発に体を動かして遊び、これからの寒さにも負けずに過ごせるようにしたいです。 

～お願い～ 

●保育室内が暖かいため、厚着をしていると汗ばむこ

とがあります。袖無しまたは半袖の肌着の上に、薄

手の長袖シャツを来て登園してください。 

●爪をこまめに切ってください。やすりをかけるなど、

短くするだけでなく鋭利にならないように引き続き

ご協力をお願いいたします。 

【友達への興味】 

いちご組の子どもたちは、全員 1 歳を迎えまし

た。喜ばしく思います。まだまだ“自分”が中心

で大人と１対１の関わりを求めている時期です

が、友達とコミュニケーションをとる姿も見られ

るようになりました。 

泣いている子に近寄って様子を伺ったり、「ど

うぞ」と玩具を渡したり、抱きしめ合う姿もあり

ます。力加減が難しく、時に危険なこともあるの

で注意をしていますが、友達と関わりたい気持ち

は受け止めながら見守っていきたいと思います。 

できるように なったよ！ 

子どもたちの入園当初を振り返ると、様々な成長を実感できます。 

園庭遊びの経験が積み重なり、遊ぶ姿にも変化が出てきました。以前は周りの様子を眺め、すぐそばの砂を

そっと触り、保育者が傍にいないと不安な様子でいることが多々ありました。今では自分の行きたいところ

へ自由に移動し、他クラスのお兄さんお姉さんと目を合わせては笑い、興味のわく玩具を手に取り遊んでい

ます。 

歩行やつかまり立ちでの移動も更にできるようになってきて、歩いて遊ぶことやログハウスの中に自分で

入れることを喜ぶ姿も見られます。砂を握る、シャベルですくって容器に入れる、砂の山を叩く。走る、段差

を超える、友達の遊びを見て真似をする…。月齢差で遊び方に違いはありますが、一人一人の“やってみよ

う”という気持ちが遊ぶ姿からたくさん見受けられるようになりました。 

身支度をする時は“早く行きたいよ”と一生懸命にアピールするほど、戸外遊びが大好きになった子どもた

ち。これからも天気のいい日には積極的に外へ出て、遊びの経験を更に積み重ねていきたいと思います。 

11 月の予定 

○ 9 日（火） 身体計測 

○１１日（木）・２５日（木） ０歳児健診 

○１９日（金） 避難訓練 

○３０日（火） 作品展 ～１２月 3 日まで 


